
第４１回「経済社会研究所総会」「年報発表会」 
 

  １２月１７日「大手門パルズ」において、第４１回「経済社会研究所総

会」「年報発表会」がおこなわれました。 

議事では、第３号議案「役員の補充選出について」の中で、藤橋繁夫職員

（専務理事）の退職（2013.3.31）を受け、後任の職員について以下の通

り、理事（兼職員）として、行政書士の梅津庸成が確認されました。また、

『山形県経済社会研究所長』として、髙木郁郎氏が次回総会まで顧問として、

所長には、現理事の立松潔氏（山形大学教授）に交しました。 

その後の山形県経済社会研究所「年報報告会」では、以下の３名の講師よ

り、それぞれの演題で「講演」を受けました。 

１．「アベノミクスと地域経済」 

     山形大学人文学部教授  立松 潔 氏 

２．「吉村県政第２期目への期待」 

     山形大学人文学部教授  安田 均 氏 

３．「連合山形を中心とする労働運動・地域とのかかわり 

    山形県経済社会研究所 所長 高木 郁朗 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


